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There is little doubt that language teachers of foreign students play a significant role in 
decreasing students' cultural stereotypes. However, few Japanese academics have 
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conducted research on the stereotypes held by Japanese language teachers. Although 
hundreds of research papers were examined regarding cultural stereotypes, none of the 
psychologists judging the papers examined just how the language teachers perceive and 
how they remain aware of and assert self-control over their stereotypes (awareness and 
self-control). 
This study examines how volunteers and teachers of Japanese as a foreign 
language perceive and are aware of cultural stereotypes and how much they can control 
the arousal of their own cultural stereotypes. Questionnaires were distributed to the 
volunteers and teachers who were teaching Japanese to foreign students in Japan. 
Seventy-nine subjects’ responses were analyzed. 
It was clearly apparent that very few teachers perceive the necessity of 
decreasing their cultural stereotypes. In addition, it was found that most of the subjects 
in this study could hardly control the arousal of their own cultural stereotypes. A 
7-phase hypothesis regarding perception and self-control of cultural stereotypes was 
developed for this study. It was concluded that the special intervention/educational 
programs designed to promote awareness and to reduce cultural stereotypes are 
necessary for students who are training to become teachers of Japanese as a foreign 
language. 
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表 1 質問紙調査集計表 
N=79 
性別 項目 男性 女性           合計 
  ｎ 5 74           79 
  （％） (6.32) (93.67)           (100.00) 
職業 項目 日本語教師 学部生 院生 その他       合計 
  ｎ 44 12 15 8       79 
  （％） (55.70) (15.19)  (19.00) (10.13)       (100.00) 
日本語教育歴 項目 2年未満 2-3年未満 3-4年未満 4-5年未満 5年以上   無回答 合計 
  ｎ 22 5 11 6 34   1 79 
  （％） (27.85) (6.33) (13.92) (7.59) (43.04)   (1.27) (100.00) 
年齢 項目 20歳未満 20-30歳未満 30-40歳未満 40-50歳未満 50歳以上   無回答 合計 
  ｎ 2 32 22 12 9   2 79 
  （％） (2.53) (40.51) (27.85) (15.19) (11.39)   (2.53) (100.00) 
出身地(規模別） 項目 大 中 小 町村     無回答 合計 
  ｎ 13 28 20 12     6 79 
  （％） (16.46) (35.44) (25.32) (15.19)     (7.59) (100.00) 
出身地(地域別） 項目 北海道・東北 関東 東海・中部 関西 中国・四国 九州・沖縄 無回答 合計 
  ｎ 2 5 5 5 47 13 2 79 
  （％） (2.53) (6.33) (6.33) (6.33) (59.49) (16.46) (2.53) (100.00) 
海外生活年数 項目 なし 1-3年未満 3-5年未満 5年以上     無回答 合計 
  ｎ 37 24 9 5     4 79 
  （％） (46.84) (30.38) (11.39) (6.33)     (5.06) (100.00) 
交友関係 項目 心友 仲間 心友・仲間 なし     無回答 合計 
  ｎ 23 18 15 21     2 79 
 （％） (29.11) (22.78) (18.99) (26.58)     (2.53) (100.00) 
親族 項目 あり なし         無回答 合計 
  ｎ 7 67         5 79 
  （％） (8.86) (84.81)         (6.33) (100.00) 
国際交流活動 項目 あり なし         無回答 合計 
  ｎ 24 53         2 79 
  （％） (30.38) (67.09)         (2.53) (100.00) 
私的な関わり 項目 頻繁 時々 滅多にない なし       合計 
  ｎ 17 37 16 9       79 
  （％） (21.52) (46.84) (20.25) (11.39)       (100.00) 
異文化に対する態度・ 項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答   
性格特性 ｎ 53 21 4 18 26 35 9   
（複数回答） （％）                 
カルチャーステレオタイプ 項目 ① ② ③ ④ ②＆④ その他* 無回答 合計 
  ｎ 1 19 8 28 15 3 5 79 
 （％） (1.27) (24.05) (10.13) (35.44) (18.99) (3.80) (6.33) (100.00) 
ステレオタイプの低減 項目 不可能 可能 分からない         合計 
(④,②＆④回答者のみ） ｎ 0 36 7         43 
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が 1万人以上の「小都市」の 20名(25.32%)、以下 100万人以上の「大都市」の






































































































た者、9 名の内訳をみると、海外生活経験 1 年以上の者は、9 名中わずか 1 名
(11.11%)で、大都市出身者は 0名、外国人の心友・恋人も、遊び友達のいずれを
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活体験」などの多様な接触機会があれば、「特定の外国人と親密な関係を持って
いて」、「プライベートな場面で接触する機会が多い」などの個人化された接触












調査対象者 79 名中、1994 年～2001 年までに、異文化間教育の入門の授業に
当たる、偏見・ステレオタイプをテーマに含む授業や、エスノグラフィ入門の
授業を受けた経験を持つ者は、少なくともわかる範囲で 15名いたが(追跡調査に






























































































表 2 カルチャー・ステレオタイプの 4つの phase 
N=79 
phase item 危険性認識 低減の必要性 （人） 合計 
1 ①／③ ×／－ －／× 9 9 
2 －／③＆④／①＆②＆③／①＆②＆④ －／－／±／± －／±／－／＋ 5／1／1／1 8 
3 ②／④ ○／－ －／○ 19／28 47 



















している 15 名(18.99%)と言う結果となった。無回答の 5 名のうちの全員が第 2
段階に該当すると考えられるのかどうかという点に関しては、今後、追跡調査
によってさらに検討を加える必要がある。いずれにしても、第 1 段階に該当す
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ステレオ   対象者         回答した項目 
タイプ数 
   0      #29,46,83                    なし  
   2    #05    中年女性・関西人   
   3        #32      中年女性・関西人・日本人 
   4        #68    中年女性・関西人・日本人・留学生  
   5        #24    中年女性・関西人・日本人・留学生・東京人  
   7        #23      中年女性・関西人・東京人・アメリカ人・韓国系留学生・ 
                    南米系留学生・アフリカ系留学生  
   8        #02    中年女性・関西人・日本人・留学生・東京人・アメリカ人 


































る７段階仮説である (表 5参照)。 
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これに、本研究の調査対象者を対応させると、７９名の対象者のうち、カル
チャ ・ーステレオタイプの気づきが少なく、自己抑制の弱いレベル Iの対象者(65








に対する認識の②または④のどちらかを選択した 47 名中 37 名が当てはまる。
レベルⅠの最終段階は、Phase 4 で、ステレオタイプに対する自己抑制は弱いが、
認識のレベルでは危険性と低減の必要性(②&④)を選択した回答者で、②＆④を
選択した 15名の内、14名が Phase 4の該当者である。 
一方、カルチャー・ステレオタイプの抑制が強いレベルⅡの対象者(14名)はス
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表 3 カルチャー・ステレオタイプへの気づきを持った対象者（レベルⅡ）のプロフィール 
N=14 
調査対象者＃ 29 46 83 5 32 68 24 23 2 71 48 37 27 4 
ステレオタイプの数 0 0 0 2 3 4 5 7 8 9 9 9 9 10 
職業 日本語教師 日本語教師 日本語教師 日本語教師 日本語教師 その他 日本語教師 日本語教師 日本語教師 学部生 日本語教師 日本語教師 日本語教師 日本語教師 
日本語教育歴 5年以上             5年以上 3-4年未満 5年以上 3-4年未満 2年未満 5年以上 5年以上 5年以上 2年未満 5年以上 2年未満 5年以上 5年以上 
年齢 30-40歳未満 50歳以上 30-40歳未満 30-40歳未満 50歳以上 40-50歳未満 30-40歳未満 30-40歳未満 - 30-40歳未満 50歳以上 20-30歳未満 30-40歳未満 40-50歳未満 
海外生活経験年数 1-3年未満       -   1-3年未満 5年以上 5年以上 3-5年未満 なし 5年以上 3-5年未満 なし 1-3年未満 なし なし 5年以上 
交友関係 仲間 なし 心友 心友 仲間 なし 心友 心友 - 心友 心友 心友･仲間 心友・仲間 なし 
親族 - なし なし なし なし なし なし - - なし なし なし あり あり 
国際交流活動 なし なし あり あり なし なし あり なし なし あり なし あり なし なし 
私的な関わり 時々 なし なし 時々 時々 なし 時々 時々 時々 頻繁 時々 時々 頻繁 なし 
異文化に対する態度・
性格特性（複数回答）
1 1 5･6 1 1 1 - - - 1･5･6 1･5 1 - 1･5･6 
カルチャーステレオ
タイプ 2 4 2・4 - 2 4 2 2 - 4 4 2 2 - 
ステレオタイプの低
減   可能 可能     可能       分からない 分からない       
＊「－」は無回答 
 




phase item 危険性認識 低減の必要性 （人） 小計 合計 
Ⅰ × 1  9 9 ①／③ ×／－ －／×
  × 2  －／③＆④／①＆②＆③／①＆②＆④ －／－／±／± －／±／－／＋ 2／1／1／1 5 
  × 3  3②／④ ○／－ －／○ 1 ／24 37 
  × 4 ②＆④ ○ ○ 14 14 
65 
Ⅱ ○ 5  3 3 － － －
  ○ 6  ②／④ ○／－ －／○ 6 10 ／4 
  ○ 7  1 1 ②＆④ ○ ○
14 
*○：有、×：無、－：無回答、／：or 
 
